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二 乗 作 仏 事 正元二年 三九歳

爾前得道の旨たる文。経に云はく「見諸菩薩」等云云。又云はく「始見我身」等。此
に ぜんとくどう むね けんしょ ぼ さつ し けん が しん

等の文の如きは菩薩初地初住に叶ふ事有ると見えたるなり。故に「見諸菩薩」の文の
しょ じ しょじゅう

下には「而我等不預斯事」と。又「始見」の文の下には「除先修習」等云云。此は爾前
に が とう ふ よ し じ じょせんしゅじゅう

に二乗作仏無しと見えたる文なり。

問ふ、顕露定 教には二乗作仏を許すや。顕露不定教には之を許すか。秘密には之を
けん ろ じょうきょう

許すか。爾前の円には二乗作仏を許すや。別教には之を許すか。答ふ、所詮は重々の問
しょせん

答有りと雖も皆之を許さざるなり。所詮は二乗界の作仏を許さずんば菩薩界の作仏も許

されざるか。衆生無辺誓願度の願の欠くるが故なり。釈は菩薩の得道と見えたる経文を
む へんせいがん ど か

消する許りなり。所詮華・方・般若の円の菩薩も初住に登らず。又凡夫二乗は勿論なり。
ばか け ほう はんにゃ

「一切衆生を化して皆仏道に入らしむ」の文の下にて此の事は意得べきなり。問ふ、
こころ う

円の菩薩に向かいては二乗作仏を説くか。答ふ、説かざるなり。「未だ曾て、人に向か
かつ

って此くの如き事を説かず」の釈に明らかなり。
じ

問ふ、華厳経の三無差別の文は十界互具の正証なりや。答ふ、次下の経に云はく 「如
む しゃべつ

廿
五

来智慧の大薬王樹は唯二所を除き生長することを得ず、所謂声聞・縁覚なり」等云云。
だいやくおうじゅ ただ

二乗作仏を許さずと云ふ事分明なり。若し爾らば本文は十界互具と見えたれども実には
も しか

二乗作仏無ければ十界互具を許さざるか。其の上爾前の経は法華経を以て定むべし。既

に除先修習等云云と云ふ。華厳は菩薩に向かって二乗作仏無しと云ふ事分明なり。方等

般若も又以て此くの如し。総じて爾前の円に意得べき様二有り。一には阿難結集の已
こころ う あ なんけつじゅう

前に仏は一音に必ず別円二教の義を含ませ一々の音に必ず四教三教を含ませ給へるな

り。故に純円の円は爾前経には無きなり。故に円と云へども今の法華経に対すれば別に

摂すと云ふなり。籤の十に「又一々の位に皆普賢行布の二門有り、故に知んぬ、兼ね
せん ふ げんぎょう ふ

て円門を用ひて別に摂す」と釈するなり。此の意にて爾前に得道無しと云ふなり。二
しょう

には阿難結集の時多羅葉に注す、一段は純別、一段は純円に書けるなり。方等般若も此
た ら よう しる

くの如し。此の時は爾前の純円に書ける処は粗法華に似たり。「住の中には多く円融の
ほぼ えんゆう

相を明かす」等と釈するは此の意なり。天台智者大師は此の道理を得給ひし故に他師の

華厳など総じて爾前の経を心得しには、たがひ給へるなり。此の二の法門をば如何とし

て天台大師は心得給ひしぞとさぐれば、法華経の信解品等を以て一々の文字、別円の菩

薩及び四教三教なりけりとは心得給ひしなり。又此の智恵を得るの後、彼等の経に向か
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って見る時は、一向に別、一向に円等と見えたる処あり。阿難結集後のしはざなりけり

と見給へるなり。天台一宗の学者の中に此の道理を得ざるは、爾前の円と法華の円と始

終同義と思ふ故に、一処のみ円教の経を見て一巻二巻等純円の義を存す故に、彼の経等

に於て成仏往生の義理を許す人々是多きなり。華厳・方等・般若・観経等の本文に於て、

阿難円教の巻を書くの日に即身成仏云云、即得往生等とあるを見て、一生乃至順次生
そくとくおうじょう じゅん じ しょう

に往生成仏を遂げんと思ひたり。阿難結集已前の仏口より出だす所の説教にて意を案ず
ぶっ く

れば、即身成仏・即得往生の裏に歴劫修行・永不往生の心を含めり。句の三に云はく
りゃっこう よう ふ おうじょう

摂 論を引いて云はく「了義経は文に依って義を判ず」等と云ふ意なり。爾前の経を文
しょうろん

の如く判ぜば仏意に乖くべしと云ふ事は是なり。記の三に云はく「法華已前は不了義な
そむ

る故に」と云へり、此の心を釈せるなり。籤の十に云はく「唯此の法華のみ前教の意を
せん

説き今経の意を顕はす」と、釈の意は是なり。

抑 他師と天台との意の殊なる様は如何と云ふに、他師は一々の経々に向かって彼の
そもそも こと

経々の意を得たりと謂へり。天台大師は法華経に仏四十余年の経々を説き給へる意をも
おも

って諸経を釈する故に、阿難尊者の書きし所の諸経の本文にたがひたる様なれども仏意
違

に相叶ひたるなり。且く観経の疏の如き経説には見へざれども一字に於て四教を釈す。
しばら しょ

本文は一処は別教、一処は円教、一処は通教に似たり。釈の四教に亘るは法華の意を以
わた

て仏意を知りたまふ故なり。阿難尊者の結集する経にては一処は純別、一処は純円に
けつじゅう

書き、別円を一字に含する義をば法華にて書きけり。法華にして爾前の経の意を知らし

むるなり。若し爾らば一代聖教は反覆すと雖も法華経無くんば一字も諸経の心を知るべ
も しか はんぷく

からざるなり。又法華経を読誦する行者も此の意を知らずんば法華経を読むにては有る

べからず。爾前の経は深経なればと云って浅経の意をば顕はさず、浅経なればと云って

又深義を含まざるにも非ず。法華経の意は一々の文字は皆爾前経の意を顕はし、法華経

の意をも顕はす。故に一字を読めば一切経を読むなり。一字を読まざるは一切経を読ま

ざるなり。若し爾らば法華経無き国には諸経有りと雖も得道は難かるべし。滅後に一切

経を読むべきの様は華厳経にも必ず法華経を列ねて彼の経の意を顕はし、観経にも必ず

法華経を列ねて其の意を顕はすべし。諸経も又以て此くの如し。而るに月支の末の論師

及び震旦の人師此の意を弁へず、一経を講じて各我得たりと謂ひ、又超過諸経の謂ひ
しんだん わきま おも ちょう か

を成せるは曾て一経の意を得ざるのみに非ず、謗法の罪に堕するか。
だ

問ふ、天竺の論師・震旦の人師の中に天台の如く阿難結集已前の仏口の諸経を此くの

如く意得たる論師人師之有るか。答ふ、無著菩薩の摂論には四意趣を以て諸経を釈し、
む じゃく ぼ さつ しょうろん

竜樹菩薩の大論には四悉檀を以て一代を得たり。此等は粗此の意を釈すとは見えたれど
し しつだん



- 3 -

も天台の如く分明には見えず。天親菩薩の法華論又以て此くの如し。震旦国に於ては天
てんじん ぼ さつ

台以前の五百年の間には一向に此の義無し。玄の三に云はく「天竺の大論尚其の類に非

ず」云云。籤の三に云はく「一家の章疏は理に附し教に憑り、凡そ立つる所の義他人の
せん け しょうしょ ふ よ およ

其の所弘に随ひ偏に己が典を讃するに同じからず。若し法華を弘むるに偏に讃せば尚
しょ ぐ ひとえ

失なり。況んや復余をや」文。何となれば既に開権顕実と言ふ、何ぞ一向に権を毀るべ
いわ また なん そし

きや。華厳経の「心仏及衆生是三無差別」の文は、華厳の人師此の文に於て一心覚不覚
しんぶつぎゅうしゅじょう ぜ さん む しゃべつ しんかく ふ かく

の三義を立つるは源起信論の名目を借りて此の文を釈するなり。南岳大師は妙法の二字
もと

を釈するに此の文を借りて三法妙の義を存せり。天台智者大師は之を依用す。此に於
ぽうみょう

て天台宗の人は華厳・法華同等の義を存するか。又澄観「心仏及衆生」の文に於て一
ちょうかん

心覚不覚の義を存するのみに非ず、性悪の義を存して云はく、澄観の釈に「彼の宗に
しょうあく

は此を謂って実と為す、此の宗の立義理通せざる無し」等云云。此等の法門許すべきや不
い りゅう ぎ いな

や。答へて云はく、弘の一に云はく「若し今家の諸の円の文の意無くんば彼の経の偈の
ぐ げ

旨理実に消し難し」。同五に云はく「今文を解せずんば如何ぞ心造一切三無差別を消解
し り

せん」文。記の七に云はく「 忽 ち都て未だ性悪の名を聞かず」と云へり。此等の文の
たちま すべ

如くんば、天台の意を得ずんば彼の経の偈の意知り難きか。又震旦の人師の中には天台
しんだん

の外には性悪の名目あらざりけるか。又法華経に非ずんば一念三千の法門談ずべからざ

るか。天台已後の華厳の末師並びに真言宗の人性悪を以て自宗の依経の詮と為すは天竺

より伝はりたりけるか、祖師より伝はるか。又天台の名目を偸んで自宗の内証と為すと
ぬす な

云へるか。能く能く之を験すべし。
よ けん

問ふ、性悪の名目は天台一家に限るべし。諸宗には之無し。若し性悪を立てずんば、
しょうあく

九界の因果を如何が仏界の上に現ぜん。答ふ、義例に云はく「性悪若し断ずれば」等云
い かん ぎ れい も

云。

問ふ、円頓止観の証拠と一念三千の証拠に華厳経の「心仏及衆生是三無差別」の文
えんどん し かん しんぶつぎゅうしゅじょう ぜ さん む しゃべつ

を引くは彼の経に円頓止観及び一念三千を説くというか。答へて云はく、天台宗の人の

中には爾前の円と法華の円と同の義を存す。

問ふ、六十巻の中に前三教の文を引いて円義を釈せるは文を借ると心得、爾前の円の

文を引いて法華の円の義を釈するをば借らずと存ぜんや。若し爾らば三種の止観の証文
も しか

に爾前の諸経を引く中に円頓止観の証拠に華厳の「菩薩於生死」等の文を引けるをば、
ぼ さつ お しょう じ

妙楽釈して云はく「還って教味を借りて以て妙円を顕はす」と。此の文は諸経の円の文

を借ると釈するに非ずや。若し爾らば「心仏及衆生」の文を一念三千の証拠に引く事は

之を借れるにて有るべし。答ふ、当世の天台宗は華厳宗の見を出でざる事を云ふか。華
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厳宗の心は法華と華厳とに於て同勝の二義を存す。同は法華・華厳の所詮の法門之同じ
しょせん

とす。勝は二義あり。古の華厳宗は教主と対菩薩衆等の勝の義を談ず。近代の華厳宗は

華厳と法華とに於て同勝の二義有りと云云。其の勝に於て又二義ありといふ。迹門は華

厳と同勝の二義あり。華厳の円と法華迹門の相待妙の円とは同なり。彼の円も判麁此
そうたいみょう はん そ

の円も判麁の故なり。籤の二に云はく「故に二妙を須て以て三法を妙ならしむ。故に諸
せん もっ

味の中に円融有りと雖も全く二妙無きなり」と。私志記に云はく「昔の八の中の円は今
し し き

の相対の円と同じ」と云へり。是は同なり。記の四に云はく「法界を以て之を論ずれば

華厳に非ざる無し。仏慧を以て之を論ずれば法華に非ざる無し」云云。又云はく「応に
まさ

知るべし、華厳の尽未来際は即ち是此の経の常在霊山なり」云云。此等の釈は爾前の
じん み らいさい じょうざいりょうぜん

円と法華の相待妙と同ずる釈なり。迹門の絶待開会は永く爾前の円と異なり、籤の十に
ぜったいかい え

云はく「此の法華経は開権顕実開迹顕本す。此の両意は永く余経に異なれり」と云へ
かいごんけんじつかいしゃくけんぽん

り。記の四に云はく「若し仏慧を以て法華と為さば即」等云云。此の釈は仏慧を明かす

は爾前法華に亘り、開会は唯法華に限ると見えたり。是は勝なり。爾前の無得道なる事
かい え

は分 明なり。其の故は二妙を以て一法を妙ならしむるなり。既に爾前の円には絶待の
ふんみょう

一妙を欠く、衆生も妙の仏と成るべからざる故に。籤の三に云はく「妙変じて麁と為る」
か そ な

等の釈是なり。華厳の円が変じて別と成ると云ふ意なり。本門は相待絶待二妙倶に爾前
とも

に分無し、又迹門にも之無し。爾前迹門は異なれども二乗は見思を断じ菩薩は無明を
けん じ む みょう

断ずと申すことは一往之を許して再往は之を許さず。本門寿量品の意は爾前迹門に於て

一向に三乗倶に三惑を断ぜずと意得べきなり。此の道理を弁へざるの間、天台の学者は
とも

爾前法華の一往同の釈を見て永異の釈を忘れ、結句名は天台宗にて其の義分は華厳宗に
けっ く

堕ちたり。華厳宗に堕ちるが故に方等般若の円に堕ちぬ。結句は善導等の釈の見を出で
お ぜんどう

ず。結句後には謗法の法然に同じて「師子身中の虫の自ら師子を食らふが如し」文。
し し しんちゅう

仁王経
の下に

「大王、我が滅度の後未来世の中に四部の弟子・諸の小国の王・太子・王子乃ち是三
すなわ

宝を任持し護れば、転更に三宝を滅破すること師子の身中の虫の自ら師子を食らふが
にん じ うたた

如し、外道には非ず多く我が仏法を壊りて大罪過を得ん」云云。籤の十に云はく「始め住前
やぶ せん じゅうぜん

より登 住に至る 来 全く是円の義、第二住より次の第七住に至る文相次第して又別の
とうじゅう このかた もんそう

義に似たり。七住の中に於て又一多相即自在を弁ず。次の行向地又是次第差別の義な
べん ぎょうこう じ

り。又一々の位に皆普賢行布の二門有り。故に知んぬ、兼ねて円門を用ひて別に摂す」
ふ げんぎょう ふ

と。


